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ている（エメリー 1896）。メーソンに代って 1983 年から音楽取調掛に雇われたエッケル
ト（Franz von Eckert 1852-1916）の助言により関心はドイツへ向かうようになり、ドイ
ツからリヒタ （ーErnst Friedrich Richter 1808-1879）の“Lehrbuch der Harmonie”（1853）
























































A.Savard - Manuel D'Harmonie.




















ン（Mauritz Hauptmann1792-1868）、リヒター（Ernst Friedrich Richter, 1808-1879）、
ヤダースゾーン（Salomon Jadassohn, 1831-1902）という発展の中で築き上げられてきた（長
谷川 1950）。そして、リーマン(Hugo Riemann, 1849-1919)によって機能和声の概念が確
立されたと言われる。このような和声の理論的な構築について、歴史的な意識が生まれた
のは、19 世紀半ばからであると言われる。オリヴィエ・アランによる『和声の歴史』（アラ





川は、リーマンの著作“Handbuch der Harmonielehre（Leipzig 1898）”に基づいて、リー
























































































昭和 33 年の外崎幹二と島岡譲による『和音の原理と実習』（外崎・島岡 1958）である。つ
まり「実習にはいる に先だって、今まで 学んできた和音進行 を次のように要約し ておこ
う。」として、「基本的和声進行」を、「I は何にでも進める。II は V にしか進めない。IV















































































1969，p.102：（Que sais-je? N°1118, 1965）

























・Richter，Ernst Friedrich； Lehrebuch der Harmonie，1853
・シェーンベルク，アーノルト：山根銀二訳 『和声学 第 1 巻』 「読者の為の翻訳」社，
1929
・柴田南雄 『わが音楽わが人生』岩波書店，1995















(1) ヨー ロッパ では 19 世紀 になっ て音楽 の歴史 的発展 という 概念が 誕生す る中（ 岡田
2005）、和声学についても歴史的観点としての進歩・発達という考え方が生まれ、和声の機
能的考え方が確立され始めた（アラン 1969）。音楽学校がライプツィヒを始めとして誕生
するようになり、和声学や対位法を始めとする音楽の理論書が書かれるようになる。日本
に和声学や対位法の教科書が導入されたのも、ちょうどその頃であった。
(2)『新訳律氏和声学』の凡例において訳者の浅田泰順は、「（９）和声学実習上古来の名匠
の作曲を選択して、これを解剖的に研究する事肝要なり。されど英米出版の楽書には誤植
多く、且つ英米人の作曲は殆ど歯するに足るものなし。就中現時我国基督教会に用いらる
る賛美歌なるものは、間々大家の作曲あると雖も、只其の Melodie を取りて別に簡易なる
Harmonie を附したるものにして、杜撰甚だしきものなり。要するに英米系の楽書楽曲は一
切参考に供せざる様特に学習者に注意し置くべし」と書いている。
(3)柴田はその著作（柴田 1995 p.184）の中で、「なお、諸井さんの『機能和声法』の原
点は、ルイス（一八七〇〜一九一四）とトゥイーレ（一八六一〜一九〇七）の共著による『ハ
ルモニー・レーレ』であり、・・・」と書いている。
